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６
月
は
、
東
京
都
の
設
定
し
た
「
Ｃ

Ｏ
２
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
月
間
」
で
し

た
。
各
学
校
で
は
、
朝
礼
な
ど
の

機
会
に
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、

先
生
方
か
ら
地
球
温
暖
化
や
環
境

に
配
慮
し
た
生
活
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
お
話
を
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
内
の
各
小
学
校
で
は

五
年
生
が
「
省
エ
ネ
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
」
の
記
入
を
７
日
間
行
い
、

児
童
一
人
ひ
と
り
が
家
族
と
と
も

に
生
活
を
振
り
返
り
、
日
頃
の
生

活
で
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
た
め
に
具

体
的
な
行
動
（
冷
房
温
度
の
設
定

等
の
電
気
の
節
約
、
レ
ジ
袋
を
も

ら
わ
な
い
等
）
を
行
い
、
実
際
、

ど
の
位
の
Ｃ
Ｏ
２
が
削
減
で
き
た
か

を
確
認
す
る
と
い
う
取
組
を
実
施

し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
第
五
小
学
校
と
第
七

小
学
校
が
、
平
成
２０
年
〜
２１
年
の

２
箇
年
に
わ
た
っ
て
、
文
部
科
学

省
の
「
新
し
い
環
境
教
育
の
在
り

方
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」
の

委
託
を
受
け
、
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
取
組
と
成
果
を
、
広

く
全
国
に
発
信
し
、
わ
が
国
の
環

境
教
育
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
第
五
小
学
校
で
は
、
３６
年
目
を

迎
え
る
同
校
伝
統
の
「
愛
鳥
活
動
」

を
軸
に
、
環
境
教
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
学
年
ご
と
に
「
め
あ
て

の
鳥
」
を
決
め
、
姿
や
鳴
き
声
を

識
別
で
き
る
よ
う
に
し
、
校
内
の

愛
鳥
委
員
を
中
心
に
観
察
会
等
を

実
施
し
な
が
ら
、
身
の
回
り
の
自 

然
環
境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る 

           

学
習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

地
域
の
方
に
学
習
へ
の
協
力
と
、

学
校
と
と
も
に
環
境
教
育
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
ぐ
る
み
で
身
の
回
り
の
自
然

環
境
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
学

習
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
提
案
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
第
七
小
学
校
は
、
「
地
域
の
特

色
を
生
か
し
、地
域
の
方
と
と
も
に

取
り
組
む
環
境
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
、

児
童
会
を
中
心
と
し
た
「
人
に
優

し
く
・
地
球
に
や
さ
し
い
」
活
動

と
「
地
域
の
人
材
を
生
か
し
、
本

校
の
環
境
に
あ
っ
た
、
環
境
教
育

の
計
画
づ
く
り
・
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」

を
目
標
に
環
境
教
育
の
推
進
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
地
域
人
材
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
の
中

か
ら
教
育
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
選
出
、
依
頼
し
、
学
校
と
地

域
が
と
も
に
取
り
組
む
環
境
教
育

の
在
り
方
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

更
に
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の

中
で
重
点
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
「
言
語
力
の
育
成
」
に
も
焦

点
を
あ
て
、
調
べ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、
ま
と
め
た
り
、

発
表
す
る
と
い
っ
た
学
習
を
通
し
て
、

児
童
の
言
語
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
も
ね
ら
い
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
福
生
市
か
ら
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
る
「
福

生
市
発
」
環
境
教
育
が
、
全
国
に

広
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
問
合
せ 

　
指
導
室
　
学
務
・
指
導
係
　 

５
５
１
・
１
９
４
８ 

      

　
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
は
、

毎
年
、
都
道
府
県
の
持
ち
回
り
方

式
で
開
催
さ
れ
、
都
道
府
県
の
代

表
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
国

内
最
大
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
す
。
東
京
都
で
の
開
催
は
、
昭

和
３４
年
（
１
９
５
９
年
）
以
来
５４

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
多
く
の

競
技
を
多
摩
地
域
に
お
い
て
行
い

ま
す
。 

　
市
で
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
「
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
（
成
年
女
子
）
」
が

行
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
国
体
の
開
催
に
向
け
て
、

平
成
２１
年
４
月
か
ら
教
育
委
員
会

事
務
局
に
「
国
体
準
備
室
」
を
設

置
し
、
そ
の
開
催
準
備
に
必
要
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２１
年
度
は
、
福
生
市
に
関 

            

わ
る
広
範
囲
な
関
係
各
界
の
代
表 

者
に
よ
り
「
第
６８
回
国
民
体
育
大

会
福
生
市
準
備
委
員
会
」
を
組
織
し
、

効
果
的
・
効
率
的
に
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２２
年

度
に
は
「
準
備
委
員
会
」
か
ら
「
実

行
委
員
会
」
に
改
組
し
、
そ
の
準

備
に
万
全
を
期
し
ま
す
。 

　
国
体
準
備
室
で
は
、
「
我
が
町

か
ら
育
て
よ
う
国
体
選
手
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

福
生
市
体
育
協
会
が
主
催
す
る
「
ジ

ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業
」
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
２１
年
度

は
小
・
中
学
生
を
対
象
に
８
競
技

種
目
に
つ
い
て
、
各
競
技
種
目
の

競
技
団
体
が
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
将
来

の
国
体
選
手
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
あ
わ
せ
て
、
国
体
開
催
に
向
け

て
の
取
組
状
況
な
ど
国
体
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
に
つ
い
て
紹
介
す
る
た
め
、 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

　
市
で
は
、
こ
の
国
体
を
「
市
民

の
手
に
よ
る
国
体
」
と
し
た
い
と 

 

          

考
え
て
お
り
ま
す
。
国
体
開
催
を

契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
国
体
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

意
義
あ
る
大
会
に
な
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　

　
問
合
せ 

　
国
体
準
備
室
　
国
体
準
備
係 

５
５
２
・
５
５
１
１
  

福
生
市
に
お
け
る
環
境
教
育
の
推
進
と
取
組

福
生
市
に
お
け
る
環
境
教
育
の
推
進
と
取
組

福
生
市
に
お
け
る
環
境
教
育
の
推
進
と
取
組

福
生
市
に
お
け
る
環
境
教
育
の
推
進
と
取
組

福
生
市
に
お
け
る
環
境
教
育
の
推
進
と
取
組

地
球
温
暖
化
は
、
現
代
社
会
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
す
。
市
内
の
小
・
中
学

校
で
も
、
児
童
・
生
徒
に
地
球
温
暖
化
防
止
の
意
識
を
高
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
環
境
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

今年もスプリングスクールを実施今年もスプリングスクールを実施今年もスプリングスクールを実施
～中学生の学習習慣、生活習慣の定着を目指し～

環境フェスティバルに参加 

秋田わか杉国体開会式の様子 

ジュニア育成活動の様子 

東
京
都
に
お
い
て
第
６８
回
国
民
体
育
大
会（
東
京
国
体
）が
平
成
２５
年（
２
０
１
３
年
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

平
成
平
成
２５
年
、
年
、
東
京
国
体
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
福
生
市
で
開
催

東
京
国
体
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
福
生
市
で
開
催

平
成
平
成
２５
年
、
年
、東
京
国
体
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
福
生
市
で
開
催

東
京
国
体
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
福
生
市
で
開
催

平
成
２５
年
、東
京
国
体
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
福
生
市
で
開
催

　市立中学校３校全てにおいて、本

年度で２回目となる中学校１年生の

宿泊学習教室（スプリングスクール）

が４月下旬から５月中旬にかけて、

各校２泊３日で実施されました。　

　このスプリングスクール事業は、

小学校から中学校への移行をスムー

ズにするため、学習のしかたや生活のしかたについて集中して学ぶ

とともに、生徒相互や生徒と教員の心の絆を深めることをねらいと

しています。 

　今年は、施設の都合から、第一中学校、第二中学校は東京都八王

子市の「高尾の森わくわくビレッジ」、第三中学校は長野県富士見

町の「多摩市立八ヶ岳少年の家」で行われました。市内の全中学校

１年生４３６人中、風邪等で休んだ７人を除く４２９人が参加し、普段と

は違う環境で、仲間とともに熱心に学び合う姿が見られました。参

加した中学生からは、「テレビやゲームがない生活は少しきつかっ

たが、２日目からは慣れてきて、行動もスムーズになった。」「友

達が身近に感じられ、協力して過ごすことができた。」「スプリン

グスクールに行ってから、以前の起床時間より１時間ほど早く起き

られるようになった。」等の感想が聞かれました。 

問合せ　指導室　学務・指導係　 ５５１・１９４８ 

スプリングスクールの様子 
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平
成
２１
年
度（
当
初
予
算
） 

教
育
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 
平
成
２１
年
度（
当
初
予
算
） 

教
育
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

　
「
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
」
は
、

放
課
後
等
に
、
そ
の
ま
ま
小
学
校

内
の
施
設
や
校
庭
を
利
用
し
、
安
全
・

安
心
な
見
守
り
の
中
で
、
子
ど
も

が
楽
し
く
す
ご
せ
る
、
学
び
・
交
流
・

体
験
の
場
で
す
。 

　
平
成
１９
年
に
モ
デ
ル
校
と
し
て

第
六
小
学
校
で
始
ま
っ
た
こ
の
事

業
も
、
平
成
２０
年
度
に
、
第
三
・

第
五
・
第
七
小
学
校
に
開
設
さ
れ
、

そ
し
て
、
本
年
６
月
に
は
第
一
・

第
二
・
第
四
小
学
校
に
開
設
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
市
内
全

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
」
で
は
、

学
年
の
異
な
る
子
ど
も
の
交
流
の

中
で
、
上
級
生
が
自
慢
げ
に
折
り

紙
を
教
え
た
り
、
ベ
ー
ゴ
マ
を
回

し
て
見
せ
た
り
、
そ
れ
を
下
級
生

が
目
を
輝
か
せ
て
教
え
て
も
ら
っ 

                

て
い
た
り
と
、
集
団
で
の
育
ち
合

い
も
芽
生
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
の
多
く
の
サ
ポ
ー

タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
協
力

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学
習
サ

ポ
ー
ト
、
昔
あ
そ
び
、
紙
芝
居
、

楽
器
演
奏
な
ど
、
「
ふ
っ
さ
っ
子

の
広
場
」
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
様
々

な
体
験
や
学
び
の
機
会
を
作
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
「
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
」
で
は
、

今
後
と
も
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

「
一
緒
に
遊
ぶ
な
ら
で
き
ま
す
」 

「
見
守
り
な
ら
」
「
こ
れ
な
ら
指

導
で
き
ま
す
」
と
い
う
方
、
大
歓

迎
で
す
。 

　
定
期
的
で
な
く
、
一
回
だ
け
の

参
加
で
も
結
構
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ん
の
お
力
を 

　
　
お
貸
し
く
だ
さ
い
。 

 

問
合
せ 

　
社
会
教
育
課
　
社
会
教
育
係 

５
５
１
・
１
９
５
０ 

福生市の代表として 
青少年海外派遣生決定！ 
福生市の代表として 
青少年海外派遣生決定！ 
福生市の代表として 
青少年海外派遣生決定！ 
７月２１日（火）から８月３日（月）までの１４日間 
アメリカ合衆国（ワシントン州シアトル市）へ 

　市では、将来、国際的な視野に立って活躍できる人材の育成を図
ることを目的として、毎年夏休み期間中に、「青少年海外派遣生」
として、市内在住の中学生を海外に派遣しています。 
　今年も１４日間の行程で、アメリカ合衆国（ワシントン州シアトル
市）に向けて１２名の派遣生が７月２１日（火）福生市役所を出発し
ます。 
　現地ではホームステイをしながら、大学での英語研修、青少年団
体や日系老人ホームとの交流を通じて、お互いの国の歴史・伝統文
化を紹介しあい、相互理解を深めます。 
　派遣生たちは、事前研修として、５月下旬から毎週日曜日に英会
話講習や現地で披露する歌や踊りの練習をしています。 
　「福生市を代表して派遣される」という自覚を持って、全員がん
ばっています。 
 
◎派遣生の皆さん（順不同、敬称略） 
高橋　里奈（福生第一中学校・２年） 
三輪　千陽（福生第一中学校・２年） 
鵜野有理恵（福生第二中学校・２年） 
大東　直樹（福生第二中学校・２年） 
川村夏奈子（福生第二中学校・２年） 
田村　仁美（福生第二中学校・２年） 
大庭友里絵（福生第三中学校・２年） 
唐橋　俊行（福生第三中学校・３年） 
櫻井明日佳（明治大学付属明治中学校・２年） 
高橋　花奈（都立立川国際中等教育学校・２年） 
橋　　健（都立武蔵高等学校附属中学校・２年） 
田村　利朗（東京電機大学中学校・２年） 
 
　問合せ 
　社会教育課　社会教育係　 ５５１・１９５０ 

平
成
２１
年
度
の
主
な
事
業 

教
育
総
務
費 

〇
教
育
相
談
事
業
　
　
　
　
　
　 

１
，
５
８
６
万
３
千
円 

〇
英
語
教
育
指
導
員
（
外
国
人
） 

　
事
業
　
　
　
　
　
　
　 

１
，
１
５
９
万
２
千
円 

〇
学
校
適
応
支
援
室
事
業 

５
１
５
万
４
千
円 

〇
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー 

　
活
用
事
業
調
査
研
究 ７

７
１
万
円 

〇
理
科
支
援
員
配
置
事
業 

８
２
万
３
千
円 

〇
宿
泊
学
習
教
室
事
業 

３
７
５
万
２
千
円 

小
学
校
費 

〇
児
童
・
生
徒
に
よ
る
音
楽
の 

　
ま
ち
づ
く
り
（
楽
器
購
入
等
） 

１
０
０
万
円 

〇
第
二
小
学
校
便
所
改
良
事
業 

６
，
４
２
２
万
１
千
円 

〇
第
三
小
学
校
通
級
指
導
学
級 

　
設
置
事
業
　 ２

，
４
０
９
万
２
千
円 

中
学
校
費 

〇
児
童
・
生
徒
に
よ
る
音
楽
の 

　
ま
ち
づ
く
り
（
楽
器
購
入
等
） 

５
０
０
万
円 

〇
中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
等 

　
整
備
事
業 １

，
５
２
１
万
７
千
円 

学
校
給
食
費 

〇
第
一
・
第
二
給
食
セ
ン
タ
ー 

　
ボ
イ
ラ
ー
改
良
工
事 

２
，
１
０
１
万
６
千
円 

社
会
教
育
費 

〇
生
涯
学
習
推
進
計
画
策
定 

　
支
援
委
託 

　
　
　
　
　
　
　
２
３
０
万
円 

〇
市
民
会
館
指
定
管
理
委
託 

８
，
１
７
６
万
５
千
円 

〇
小
ホ
ー
ル
舞
台
改
良
事
業 

７
，
４
１
４
万
８
千
円 

〇
わ
か
ぎ
り
会
館
屋
上
防
水
改
良

　
工
事 

５
６
０
万
円 

 

　
平
成
２１
年
度
の
市
の
一
般
会
計
予
算
は
、２
０
３
億
５

千
４
０
０
万
円
。
そ
の
う
ち
教
育
予
算
は
、２
６
億
８
千

７
３
４
万
４
千
円
で
、一
般
会
計
予
算
に
占
め
る
割
合
は

約
１
３
．２
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
２１
年
度
教
育
予
算
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

保
健
体
育
費 

〇
熊
川
地
域
・
福
生
地
域
体
育
館

　
指
定
管
理
委
託 

６
，
９
７
６
万
２
千
円 

〇
福
生
野
球
場
整
備
事
業 

１
億
６
，
３
４
７
万
４
千
円 

〇
市
営
競
技
場
整
備
事
業 

１
億
２
，
６
４
９
万
４
千
円 

〇
国
民
体
育
大
会
推
進
費 ４

３
万
円 

○市民一人当りの予算 

（注）人口については、６０，７７４人 
　　（４月１日現在）の数値で算出。 
 

（単位：千円） 

区　分 平成２１年度 

６９７，３６０ 

１６０ 

小・中学校費 

一人当りの金額 

○児童・生徒一人当り学校教育予算 

４４ 

（注）児童数・生徒数については、４，３５１人 
　　（５月１日現在）の数値で算出。 

（単位：千円） 

区　分 平成２１年度 

２，６８７，３４４ 教　育　費 

一人当りの金額 

一般会計予算

教育予算

教育費予算額
26億

8,734万4千円

教育総務費 
3億985万9千円 
（11.5%） 

 

小学校費 
4億5,299万6千円 
（16.8%） 

 

中学校費 
2億4,436万4千円 
（9.1%） 

学校給食費 
3億2,494万7千円 
（12.1%） 

社会教育費 
8億518万9千円 
（30.0%） 

保健体育費 
5億4,998万9千円 
（20.5%） 

12億 
6,884万2千円 
（6.2%） 

8億 
8,377万4千円 
（4.4%） 

その他（議会費・労働費・農林水産業費 
・商工費・諸支出金・予備費） 

6億4,934万7千円 
（3.2%） 

民生費 

教育費 

衛生費 

総務費 

土木費 

公債費 
16億 

5,644万8千円 
（8.1%） 

22億 
6,732万1千円 
（11.1%） 

26億 
8,034万5千円 
（13.2%） 

82億 
6,057万9千円 
（40.6%） 

26億 
8,734万4千円 
（13.2%） 

福生市
一般会計予算額
203億5,400万円

消
防
費 

「
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
」
市
内
全
小
学
校
で
開
設 

がんばってきます！！ がんばってきます！！ 

四
小
開
場
式
の
様
子 

サ
ポ
ー
タ
ー
が
福
生
天
王
ば
や

し
を
披
露 
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前
福
生
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

運
営
審
議
会
委
員 加

　
藤
　
浩
　
子 

      

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
給
食
。
親
に
と
っ
て
も
思
い

出
深
い
給
食
。
世
代
は
違
っ
て
も

親
子
の
会
話
を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け

と
し
て
一
役
買
っ
て
い
る
「
学
校

給
食
」
に
つ
い
て
、
思
い
出
を
巡

ら
せ
て
み
ま
し
た
。 

　
小
学
校
の
お
子
さ
ん
が
い
る
各

家
庭
に
は
、
給
食
献
立
表
が
毎
月

配
布
さ
れ
ま
す
。
ご
自
身
の
幼
少

時
代
に
比
べ
、
随
分
と
メ
ニ
ュ
ー

が
豊
富
に
な
っ
た
と
感
じ
る
方
も

少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
最
近
で

は
ご
飯
の
回
数
が
増
え
、
世
の
中

の
「
伝
統
的
な
和
食
を
見
直
そ
う
」

と
い
う
動
き
と
相
ま
っ
て
、
好
き

な
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
和
食
を
挙
げ

る
お
子
さ
ん
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。 

　
小
学
校
中
学
年
の
授
業
で
、
近

所
の
ス
ー
パ
ー
を
班
で
訪
れ
、
生

鮮
食
料
品
を
調
べ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
賢
く
品
物
を
選

ぶ
コ
ツ
を
子
ど
も
な
り
に
つ
か
ん

で
く
る
ら
し
く
、
形
・
色
・
大
き

さ
を
吟
味
し
て
買
う
こ
と
を
知
り
、

賞
味
期
限
や
消
費
期
限
、
価
格
に

も
関
心
を
示
し
ま
す
。 

　
高
学
年
に
な
る
と
産
地
に
つ
い

て
も
学
び
ま
す
の
で
、
ど
こ
で
作

ら
れ
た
も
の
か
を
調
べ
る
う
ち
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
食
材
が
適
応
し
た
気

候
や
風
土
の
中
で
生
ま
れ
、
や
が

て
食
卓
に
並
ぶ
の
だ
と
悟
り
ま
す
。 

　
遠
方
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
食
材

に
は
、
そ
の
分
の
輸
送
費
を
上
乗

せ
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
価
格

を
抑
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
効
率
化

を
図
る
た
め
に
農
薬
や
抗
生
物
質

を
用
い
た
り
、
生
産
者
の
収
益
を

減
ら
す
な
ど
の
手
段
で
、
採
算
を

合
わ
せ
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

従
っ
て
、
消
費
者
側
が
安
さ
ば
か

り
を
追
い
求
め
る
と
、
食
材
が
安

全
・
安
心
に
供
給
さ
れ
る
う
え
で

無
理
が
生
じ
、
結
果
的
に
自
分
た

ち
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
。 

　
福
生
市
の
学
校
給
食
は
、
で
き 

           

る
か
ぎ
り
国
産
で
、
か
つ
減
農
薬

の
食
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
基

本
的
に
冷
凍
加
工
食
品
は
使
用
せ

ず
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
の

よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
に
手
間
が
か

か
る
も
の
は
不
可
能
で
も
、
調
理

パ
ン
や
お
か
ず
は
全
て
給
食
セ
ン

タ
ー
内
で
手
作
り
し
て
い
ま
す
。 

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議

会
委
員
と
し
て
、
こ
う
し
た
お
話

を
給
食
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
か
ら

伺
う
機
会
に
恵
ま
れ
、
改
め
て
、

給
食
の
作
り
手
の
努
力
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
安
全
・
安
心
で

お
い
し
い
給
食
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。 

福
生
市
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
！ 

„
今
日
も
お
い
し
く
、
楽
し
く
、

感
謝
し
て
給
食
を
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
„ 

             

　
文
化
財
は
先
人
か
ら
伝
え
ら
れ

た
貴
重
な
財
産
で
、
市
の
歴
史
や

文
化
を
理
解
し
、
地
域
の
歴
史
に

根
ざ
し
た
新
し
い
文
化
を
創
造
し

て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。
し
か
し
現
状
は
、

開
発
な
ど
都
市
化
の
伸
展
や
生
活

の
変
化
に
伴
っ
て
徐
々
に
失
わ
れ

て
い
る
の
が
実
態
で
す
。 

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
昭
和
４８
年

に
「
福
生
市
文
化
財
保
護
条
例
」

を
制
定
し
、
特
に
重
要
な
文
化
財

は
指
定
し
て
保
護
す
る
指
定
文
化

財
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

後
平
成
３
年
に
は
、
貴
重
な
文
化

財
は
市
文
化
財
登
録
台
帳
に
登
録

し
、
広
く
浅
く
保
護
す
る
登
録
文

化
財
制
度
を
全
国
に
先
駆
け
て
導

入
し
、
市
内
に
の
こ
さ
れ
た
文
化

財
の
保
護
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
見
あ
り
ふ
れ
た
文
化
財
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
市
の
歴
史
や

郷
土
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
、
重

要
で
あ
れ
ば
登
録
文
化
財
と
し
て

広
く
保
護
の
対
象
と
し
、
こ
の
な

か
で
学
術
的
・
芸
術
的
に
特
に
価

値
の
高
い
も
の
は
、
指
定
文
化
財

と
し
て
重
点
的
に
保
護
し
て
い
ま

す
。 

                

　
登
録
文
化
財
制
度
は
、
毎
年
所

有
者
が
市
に
申
請
す
る
１
年
更
新

で
あ
り
、
ま
た
所
有
者
が
文
化
財

の
現
状
変
更
（
修
理
な
ど
）
を
行

な
う
場
合
は
、
事
後
の
申
告
で
可

能
で
あ
る
な
ど
、
所
有
者
に
対
す

る
私
権
の
制
限
を
で
き
る
限
り
排

除
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ

り
、
市
内
に
の
こ
る
多
く
の
文
化

財
が
、
保
護
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
ま
で
に
６３
件
２
８
，
８

４
６
点
の
文
化
財
が
市
登
録
文
化

財
に
、
こ
の
内
で
よ
り
貴
重
な
３３

件
１
，
８
５
５
点
が
市
指
定
文
化

財
と
な
り
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
文
化
財
総
合
調
査
を
実

施
し
、
文
化
財
の
所
在
の
把
握
と

記
録
保
存
を
す
る
と
と
も
に
、
福

生
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
古
文

書
、
民
具
、
古
い
写
真
、
古
い
石

造
物
等
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
収

集
し
た
文
化
財
は
必
要
で
あ
れ
ば

保
存
処
理
を
施
し
て
大
切
に
保
管

し
ま
す
。
さ
ら
に
調
査
後
、
郷
土

資
料
室
で
の
展
示
や
調
査
報
告
書

を
刊
行
す
る
こ
と
で
、
文
化
財
を

公
開
・
活
用
す
る
と
と
も
に
情
報

提
供
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　 

                    

問
合
せ 

　
社
会
教
育
課
　
文
化
財
係 

５
３
０
・
１
１
２
０ 

文
化
財
だ
よ
り 

　学校評議員とは、学校が保護者や地域住民の信頼に応えるとともに、
連携・協力を図り、開かれた学校づくり、特色ある学校づくりの推進
を図るために学校教育法の規程に基づき設置されています。 
　学校評議員は、校長の求めに応じ、学校の教育活動、地域との連携
その他、校長の権限に属する学校運営について意見を述べることがで
きます。 
　学校評議員の役割は、学校・家庭・地域が連携・協力し、より良い
教育の実現を目指すとともに、学校の自主性・自立性を高め、校長が
地域の声を把握しながら適正な学校運営を行うことを支援していくも
のです。 

　問合せ　指導室　学務・指導係　 ５５１・１９４８ 

本年度学校評議員（敬称略、五十音順）

第一小学校 
青柳里江子・井上泰子・酒井憲幸・千葉　進・中森富久 
森田治男・山田富美子 

猪俣淳子・大杉浩司・尾形武則・柴 　斉・清水義朋 
森田幸春 

小川晃生・荻野安次郎・佐藤正明・ 橋　勉・中野恵一 
原島永子・深澤和也 

岩附　緑・内田紀久雄・加藤和夫・小山　誠・田村半十郎 
日野さよ子・古谷修一・山下真一 

乙津豊彦・久島久子・佐野　武・菅井憲一・副島正巳 
梨昭二・藤原　勝 

赤毛祐子・厚谷まゆみ・栗島ナミ・ 田ヒロ子 

新井寛雄・池田英津子・石川一郎・井上義久・上野昌平 
木村輝幸・桐ヶ谷茂子・田村　淳・東川　幸 

阿南育子・石川裕子・伊藤弘大・ 水清安・辻野具成 
土谷利美・日野元信 

田村明浩・幡垣正生・前　里恵・三好淳子・八巻　稔 

浅井嘉平・有水　香・井上　誠・田村　昇・田村半十郎 
羽場　茂・原嶋卓美・山下真一・渡辺三代子 

第二小学校 

第三小学校 

第四小学校 

第五小学校 

第六小学校 

第七小学校 

第一中学校 

第二中学校 

第三中学校 

教 

育 

随 

想 

一 年 間 よ ろ し く お 願 い し ま す

食
材
下
処
理
の
様
子 

ふ さ ふ さ 

指
定
史
跡
の
み
ず
く
ら
い
ど 

「
福
生
の
文
化
財

　
　
　
　
　
保
護
制
度
」

指
定
有
形
文
化
財
の
制
札 

文
化
財
に
関
す
る 

資
料
や
情
報
の
収
集
に 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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図
書
館
で
中
・
高
校
生
が
作
成
す
る 

„
い
ろ
は
新
聞
“

� 
       

　
図
書
館
と
市
内
の
中
・
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
事
業
に

よ
り
、
中
・
高
校
生
向
け
の
お
す

す
め
本
な
ど
を
掲
載
す
る
新
聞
を

年
間
に
３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

夏
、
冬
、
春
の
長
休
み
を
利
用
し

て
作
成
し
、
市
内
図
書
館
の
窓
口

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
中
学
校
に
配
布
す
る
ほ
か
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
大
手
新
聞
や
関
連

機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ

れ
た
こ
と
か
ら
遠
方
か
ら
の
反
響

も
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
新
聞
と
い
う
の
は
、
平
成

１７
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
福
生

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
お
い
て
「
中
・
高
校
生
の
利
用

を
推
進
し
、
図
書
館
の
ヤ
ン
グ
ア

ダ
ル
ト
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を
図
る

た
め
に
」
と
し
て
、
市
内
中
学
校

に
呼
び
か
け
、
中
学
生
と
と
も
に

同
年
７
月
に
„
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト

図
書
会
議
“
を
開
催
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
作
り
始
め
ま
し
た
。 

　
１
号
か
ら
３
号
ま
で
は
、
市
内

の
各
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
作
っ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
一
・
二
・

三
（
ワ
ン
ツ
ー
ス
リ
ー
）
新
聞
」

と
名
付
け
発
行
、
そ
の
後
４
号
か

ら
１１
号
ま
で
は
、
第
一
中
学
校
の

生
徒
と
第
三
中
学
校
卒
業
生
た
ち

が
作
る
新
聞
と
し
て
「
壱
元
参
（
い

ち
も
と
さ
ん
）
新
聞
」
と
名
称
変

更
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
の
４

月
に
発
行
し
た
１２
号
は
、
生
徒
た

ち
の
間
で
「
新
た
な
メ
ン
バ
ー
も

加
わ
っ
た
の
で
名
称
変
更
し
て
は

ど
う
か
」
と
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
、
「
本
の
い
ろ
は
や
、
心
理
ゲ

ー
ム
、
連
載
小
説
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
と
い
っ
た
娯
楽
の
い
ろ
は
を
掲

載
し
た
新
聞
」
と
の
意
味
で
„
い

ろ
は
新
聞
“
と
い
う
名
前
に
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
１２
号
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。 

　
ま
ず
目
を
引
く
の
が
„
オ
ス
ス

メ
本
コ
ー
ナ
ー
“
で
す
。
ミ
ス
テ

リ
ー
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
エ
ッ
セ

イ
、
漫
画
等
々
多
岐
に
わ
た
る
本

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

中
学
三
年
生
の
女
子
生
徒
が
オ
ス

ス
メ
す
る
の
は
『
桜
色
の
ハ
ー
フ

コ
ー
ト
』
（
赤
川
次
郎
／
著
　
光

文
社
文
庫
）
で
す
。
本
作
は
２０
作

目
と
な
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
が
、
彼

女
は
１
作
目
か
ら
の
フ
ァ
ン
だ
そ

う
で
す
。
ま
た
、
高
校
二
年
生
の

男
子
生
徒
は
『
ぼ
く
は
猟
師
に
な

っ
た
』
（
千
松
信
也
／
著
　
リ
ト

ル
モ
ア
）
。
何
で
も
彼
の
母
親
が

読
ん
で
い
た
本
だ
そ
う
で
、
自
分

も
読
ん
で
み
た
ら
お
も
し
ろ
か
っ

た
よ
う
で
す
。
オ
ス
ス
メ
本
に
も
、

紹
介
コ
メ
ン
ト
に
も
各
々
の
個
性

が
あ
り
、
メ
イ
ン
の
コ
ー
ナ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
各
々
が
担
当
す
る
コ
ー
ナ
ー
の

原
稿
を
仕
上
げ
た
後
、
皆
で
編
集

後
記
を
書
き
ま
す
。
現
在
の
編
集

者
は
１２
人
。
今
号
で
は
「
そ
ろ
そ

ろ
５
年
経
ち
ま
す
ね
。
早
い
も
の

で
す
。
新
人
ス
タ
ッ
フ
、
ど
し
ど

し
待
っ
て
い
ま
す
よ
。
で
は
、
ま

た
夏
に
。
」
と
夏
休
み
に
作
る
１３

号
で
新
た
な
中
・
高
校
生
た
ち
が

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
生

徒
た
ち
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

問
合
せ 

　
中
央
図
書
館 ５

５
３
・
３
１
１
１ 

         

　
５０
ｍ
プ
ー
ル
、
２５
ｍ
プ
ー
ル
、

ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
、
幼
児
用
プ

ー
ル
な
ど
で
楽
し
い
１
日
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

開
場
期
間
　
７
月
１２
日
（
日
）
〜

９
月
５
日
（
土
） 

開
催
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時 

◎
市
営
プ
ー
ル
無
料
使
用
券
を
市

内
の
小
・
中
学
生
に
配
布
し
ま
す
。 

　
市
内
の
小
・
中
学
生
に
は
、
学

校
を
通
じ
て
無
料
使
用
券
を
配
布

し
ま
す
が
、
市
外
の
小
・
中
学
校

へ
通
学
さ
れ
て
い
る
児
童
・
生
徒

に
は
、
中
央
体
育
館
窓
口
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。 

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
の
で
取

り
扱
え
ま
せ
ん
。 

☆
注
意
事
項 

○
プ
ー
ル
に
入
水
す
る
方
は
、
水

着
以
外
で
は
プ
ー
ル
に
は
入
れ
ま

せ
ん
。 

（
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

等
の
着
用
は
で
き
ま
す
。
） 

○
妊
娠
を
し
て
い
る
方
は
安
全
面

を
考
慮
し
て
入
場
は
ご
遠
慮
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

○
サ
ン
オ
イ
ル
等
の
使
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
化
粧
は
よ
く
落

と
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
全
て
の
プ
ー
ル
が
飛
び
込
み
禁

止
で
す
。 

○
入
場
券
の
購
入
に
際
し
、
防
犯

上
、
紙
幣
に
つ
い
て
は
千
円
札
以

外
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
小

銭
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

○
お
む
つ
水
着
は
衛
生
面
に
問
題

が
あ
り
、
入
場
は
ご
遠
慮
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

○
髪
の
毛
の
長
い
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
他
の
お
客
様
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
水
泳
帽
を
着
用
す

る
か
、
髪
の
毛
を
た
ば
ね
る
等
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

            

★
水
泳
大
会
に
向
け
て 

　
平
成
２１
年
度
福
生
市
民
総
合
体

育
大
会
・
水
泳
大
会
が
９
月
６
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
水
泳

大
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

こ
の
期
間
に
市
営
プ
ー
ル
で
練
習

し
ま
し
ょ
う
。 

 

問
合
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

５
５
２
・
５
５
１
１ 

                                

　
平
成
２１
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で

の
教
育
委
員
会
定
例
会
・
臨
時
会

の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

平
成
２１
年
第
４
回
福
生
市
教
育
委

員
会
定
例
会
（
４
月
２４
日
） 

□
議
案 

◎
平
成
２２
年
度
使
用
中
学
校
教
科

用
図
書
の
採
択
替
え
に
つ
い
て 

◎
福
生
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

◎
福
生
市
図
書
館
協
議
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て 

□
報
告
事
項 

◎
平
成
２０
年
度
「
学
校
評
価
書
」

報
告
（
各
学
校
自
己
評
価
、
関
係

者
評
価
の
総
括
）
に
つ
い
て 

　
外
２
件 

平
成
２１
年
第
５
回
福
生
市
教
育
委

員
会
定
例
会
（
５
月
１５
日
） 

□
選
挙 

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員
長
職

務
代
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

□
議
案 

◎
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職
の
職

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
原
案
中
教
育
に
関
す
る
部
分
の

意
見
聴
取
に
つ
い
て 

　
外
、
意
見
聴
取
１
件 

◎
福
生
市
公
立
学
校
教
科
用
図
書 

選
定
協
議
委
員
の
委
嘱
及
び
諮
問

に
つ
い
て 

◎
福
生
市
学
校
評
議
員
の
委
嘱
に

つ
い
て 

◎
福
生
尋
常
高
等
小
学
校
「
郷
土

教
授
資
料
」
の
市
登
録
有
形
文
化

財
登
録
に
伴
う
諮
問
に
つ
い
て 

□
報
告
事
項 

◎
福
生
市
公
立
学
校
児
童
・
生
徒

数
に
つ
い
て 

　
外
２
件 

平
成
２１
年
第
３
回
福
生
市
教
育
委

員
会
臨
時
会
（
５
月
２２
日
） 

□
議
案 

◎
福
生
市
立
福
生
第
二
中
学
校
の

修
学
旅
行
の
日
程
に
つ
い
て 

◎
臨
時
代
理
に
よ
る
決
定
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

□
報
告
事
項 

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
の
緊
急
時

に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
（
案
）

に
つ
い
て 

 

平
成
２１
年
第
４
回
福
生
市
教
育
委

員
会
臨
時
会
（
５
月
２５
日
） 

□
議
案 

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
旅
費
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
対
す

る
意
見
聴
取
に
つ
い
て 

平
成
２１
年
第
６
回
福
生
市
教
育
委

員
会
定
例
会
（
６
月
２６
日
） 

□
議
案 

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
嘱
託
職
員

の
設
置
及
び
任
用
等
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ

い
て 

　
外
、
関
連
規
則
等
の
改
正
６
件 

◎
福
生
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
及
び
任
命

に
つ
い
て 

◎
福
生
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

◎
福
生
市
図
書
館
協
議
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て 

◎
福
生
尋
常
高
等
小
学
校
「
郷
土

教
授
資
料
」
の
福
生
市
文
化
財
登

録
台
帳
の
登
録
に
伴
う
答
申
に
つ

い
て 

□
報
告
事
項 

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
緊
急
時
に

お
け
る
事
業
継
続
計
画
（
案
）
に

つ
い
て 

　
以
上
の
議
案
が
審
議
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

 

教
育
委
員
会
定
例
会
予
定 

　
７
月
２４
日
（
金
）
午
前
１０
時 

　
８
月
２１
日
（
金
）
午
前
１０
時 

　
９
月
２８
日
（
月
）
午
前
１０
時 

開
催
場
所
　 

市
役
所
第
二
棟
４
階
第
二
委
員
会
室 

 

問
合
せ 

　
庶
務
課
　
庶
務
係 

５
５
１
・
１
９
３
０ 

教
育
委
員
会
表
彰
制
度
を 

　
　
　
　
　
制
定
し
ま
し
た 

 

　
福
生
市
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
２１
年
４
月
に
「
福
生
市

教
育
委
員
会
表
彰
規
程
」
を

制
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
制
度
は
、
教
育
、
学

術
、
技
術
、
体
育
及
び
文
化

等
に
関
し
て
功
績
が
顕
著
な

児
童
・
生
徒
、
学
校
教
職
員

並
び
に
個
人
及
び
団
体
に
対

し
、
表
彰
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
毎
年
度
、
「
福
生
市

教
育
委
員
会
表
彰
審
査
会
」

で
協
議
し
、
表
彰
者
を
決
定

し
ま
す
。 

　
表
彰
者
に
は
３
月
に
予
定

を
し
て
い
る
表
彰
式
に
お
い

て
、
表
彰
状
を
お
贈
り
し
ま

す
。 

　
な
お
、
表
彰
候
補
者
の
推

薦
方
法
や
推
薦
時
期
な
ど
、

詳
し
い
内
容
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

問
合
せ 

　
庶
務
課
　
庶
務
係 

　
　

５
５
１
・
１
９
３
０ 

教
育
委
員
会
の
動
き 

中
央
図
書
館
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

市営プールが開場しました 
市営プールで泳ごうよ！ 
市営プールが開場しました 
市営プールで泳ごうよ！ 

大人（高校生以上） 200円 

100円 

100円 

50円 

無 料 

100円 
リターン方式 

小人（中学生以下） 

身障者及び３歳未満 

更衣ロッカー 

１回2時間 超過料金 
1時間 

利用時間 
対象者 


